
介護職員特定処遇改善加算にかかる情報公開（見える化要件） 

2020.06.05 

介護職員の処遇改善につきましては、これまでも取り組みを行ってきました。 

その上で２０２０年４月１日より「介護職員特定処遇改善加算」の算定が開始となり、その

要件の一つに「介護職員処遇改善加算に基づく取り組みについて、ホームページへの掲載等

を通じた見える化を行っていること」というものがあります。 

 

弊社では以下のような介護職員への処遇改善に関する具体的な取り組みを行っております

ので公表させて頂きます。 

 

 職場環境要件項目 当法人としての取り組み 

資質の向上 

働きながら介護福祉士取得を目

指す者に対する実務者研修受講支

援や、より専門性の高い介護技術を

習得しようとする者に対する喀痰

吸引、認知症ケア、サービス提供責

任者研修、中堅職員に対するマネジ

メント研修の受講支援（研修受講時

の他の介護職員の負担を軽減する

ための代替え職員確保を含む） 

資格取得支援制度を導入し、受験

料や研修費等の補助、勤務シフト上

の配慮等を行う事により、職員が研

修や講習を受け易い環境を整えて

います。 

 

 各種専門研修、必要研修も情報を

周知し、経験や職種によって計画的

な派遣を行っています。 

雇用管理改善のため管理者の労

働・安全・衛生法規、休暇・休職制

度に係る研修受講等による雇用管

理改善対策の充実 

 年次有給休暇取得の推進を積極

的に行っています。 

労働環境・

処遇の改善 

ICT 活用（ケア内容や申し送り事

項の共有、事業所内に加えタブレッ

ト端末を活用し訪問先でアクセス

を可能にすること等を含む）による

介護職員の事務負担軽減、個々の利

用者へのサービス履歴・訪問介護員

の出勤情報管理によるサービス提

供責任者のシフト管理に係る事務

負担の軽減、利用者情報蓄積による

利用者個々の特性に応じたサービ

ス提供等による業務省力化 

全ての職員がマネージメントゲ

ーム（以下MG）研修を積極的に開

催、受講する事でより生産性の高い

仕事が出来るように物的・人的・情

報の環境整備に努めています。 

各ユニット、事業所にタブレット

及びパソコンを設置。専用のシステ

ムや SNS を使って情報の共有化に

取り組んでいます。 

また全法人共有で一つのシステ

ムを使用。出勤簿、勤務表、予定表、



連絡事項、各事業所の状況などをリ

アルタイムで更新、共有していま

す。 

介護職員の腰痛対策を含む負担

軽減のための介護ロボットやリフ

ト等の介護機器等導入 

介護機器の導入は検討中、年数回

開催している介護技術の法人内研

修にて腰痛対策に努めています。 

子育てと両立を目指す者のため

の育児休業制度等の充実、事業所内

保育施設の充実 

育児休業制度を導入し、復帰後も

時短勤務を可能としています。また

業務に支障の無い範囲での子連れ

出勤も可能です。 

ミーティング等による職場内コ

ミュニケーションの円滑化による

個々の介護職員の気付きを踏まえ

た勤務環境やケア内容の改善 

 

職員間コミュニケーションの質

を高めるためにエマジェネティッ

クスを導入しています。 

また各階層別の会議の開催や、お

一人ずつ、一つずつの小さな会議も

随時開催しています。いずれも出来

る限り時間内での開催を目指して

います。状況や必要に応じて

ZOOM を使用した自宅からの会議

参加も可能です。 

 サンクスカードを導入し、職員間

の前向きなコミュニケーションを

積極的に推進しています。 

事故・トラブルへの対応マニュア

ル等の作成による責任の所在の明

確化 

各種事故対応マニュアルを整備

しています。 

健康診断・こころの健康等の健康

管理面の強化、職員休憩室、分煙ス

ペース等の整備 

年次健康診断の実施、敷地内全面

禁煙、職員休憩室の確保。 

その他 

介護サービス情報公表制度の活

用による経営・人材育成理念の見え

る化 

朝礼時に法人理念の唱和をして

います。また、その期の経営計画書

を期首に全職員に配布して、理念、

経営計画、事業計画の周知と達成に

向けての取り組みついて見える化

しています。 

障がいを有する者でも働きやす  障がいを有する方が働きやすい



い職場環境構築や勤務シフト配慮 ように専任の担当者をつけて、職場

環境や勤務への配慮を行います。 

 尚、所庭の整備等は就労支援事業

所に委託しており、作業がし易いよ

うな環境を用意出来ています。 

地域の児童・生徒や住民との交流

による地域包括ケアの一員として

のモチベーション向上 

地域のお祭りや清掃活動に参加

したり、生徒の実習の受け入れや体

育祭や文化祭の見学などに取り組

んでいます。 

非正規職員から正規職員への転

換 

正規職員枠に空きが生じ、非正規

職員が希望して勤務条件がクリア

出来れる場合は、非正規職員から正

規職員へ転換出来ます。 

職員の増員による業務負担の軽

減 

生産性の高い勤務内容を検討し

つつ、積極的に職員の採用を進め

て、国の配置基準以上の職員配置が

出来ています。 

 


